
(様式３）

平成 ２１年 ３月 ２５日

平成 ２１年度 ～ 平成 ２５年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度
民間病院

（400～500床）

医業収支比率 87.4 95.2 96.8 99.8 101.7 102.7 103.4 101.0

経常収支比率 89.5 96.2 98.9 101.6 103.9 105.0 105.9 101.1

職員給与費比率 49.2 47.5 49.0 48.0 47.1 46.8 46.5 49.9

材料費比率 40.5 35.5 33.0 31.1 30.9 30.7 30.6 24.5

病床利用率 68.9 76.2 72.1 72.1 72.1 72.1 72.1 77.8

（うち一般病床利用率） 69.7 77.0 72.4 72.4 72.4 72.4 72.4

（うち精神病利用率） 64.5 66.7 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0

上記目標数値設定の考え方

国民健康保険五所川原市立西北中央病院改革プラン

団　　　　体　　　　名

プ　ラ　ン　の　名　称

策　　　　定　　　　日

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）

病 院 名

所 在 地

病 床 数

診療科目

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

民間病院の経営指標を目標に数値設定
（経常黒字化の目標年度：２２年度）

（１）医療機能
① 当圏域における基幹病院として総合的な医療を提供するとともに、医師・看護師等の能力向上
をはじめ、医療資源の拡充を期する。
② 救命医療・災害医療を担う。
③ 臨床研修指定病院として、また、各種学会認定の研修施設として、広く医療及び医療従事者の
資質向上に努める。
④ 病・病連携、病・診連携の強化を図り地域医療の支援に努めるとともに、研修、人的交流等を通
じて地域医療水準の向上を図る。
⑤ 疾病予防に力を入れ、疾病の早期発見、早期診断、早期治療に努める。
（２）運営体制
医療と経営のバランスを重視し、医療機能の向上を図りながら健全な経営を継続するため、組織
力の強化を図る。
（３）新病院への移行体制
① 新病院へスムーズに移行できる体制を構築する。
② 新病院が求める医療を提供できるように職員教育の充実を図る。

（１） 総務省通知における繰出基準を基本に算出する。
収益的収支への繰出基準
① 企業債償還利子に要する経費………支出額の２分の１（平成１５年度以前のものは３分の２）
② 精神病院の運営に要する経費………原価計算による収支不足額
③ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療に要する経費………原価計算による収支不足額
④ 周産期医療に要する経費……………原価計算による収支不足額
⑤ 小児医療に要する経費………………原価計算による収支不足額
⑥ 救急医療の確保に要する経費………原価計算による収支不足額
⑦ 高度医療に要する経費………………原価計算による収支不足額
⑧ 医師等の研究研修に要する経費……研修費の２分の１
⑨ 病院事業の経営研修に要する経費…研修費の２分の１
⑩ 追加費用の負担に要する経費………支出額の２分の１
⑪ 基礎年金公的負担に要する経費……前々年度赤字の場合支出額全額
⑫ 児童手当に要する経費………………支出額の３分の２
資本的収支への繰出基準
① 建設改良費に要する経費……………予算額の２分の１
② 企業債償還元金に要する経費………予算額の２分の１（平成１５年度以前のものは３分の２）
（２） 経営努力により改善できない金額を負担する。
　（２２年度又は２３年度の経営状況から、２４年度までに不良債務を解消できないと判断された場
合に、市財政当局と協議し、不良債務解消のための繰出金の額を決定する。）

五所川原市

国民健康保険五所川原市立西北中央病院改革プラン

五所川原市立西北中央病院

青森県五所川原市字布屋町４１

４１６床(一般病床３５６床、精神６０床）

第一内科、第二内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉
科、脳神経外科、精神科、神経科、放射線科、麻酔科、形成外科、リウマチ科　計１７診療科



１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 備考

紹介率の向上 8% 8% 10% 15% 20% 30% 40%

逆紹介率の向上 10% 10% 10% 15% 20% 45% 60%

平均在院日数の適正化 15.9日 18日 17日 16日 15.5日 15日 14.5日

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙１のとおり

病床利用率の状況 １７年度 73.6% 1８年度 66.9% １９年度 68.9%

（うち一般病床利用率） 74.9% 72.2% 69.7%

（うち精神病利用率） 69.6% 50.9% 64.5%

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築
計画の状況等

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

そ
の
他
の
特
記
事
項

各年度の収支計画

○ 物品の民間的購入方法の推進（包括的購入方法の推進、第三者による価格審査）
○ 委託職員の活用（外来・病棟クラーク、地域医療連携室、診療録管理室）

○平成１９年度に精神科病床を１２０床から６０床へ減床を行っている。
○平成２１年度から亜急性期入院管理を行うため、一般病床を４床削減。

○時間外勤務手当（２０年度から：年間約１千２百万円の削減）
○手当の見直しの検討
○材料費の削減
・値引き交渉、安価な材料への切り替え、材料の一元化、請求方法の変更、死蔵在庫の減などによる削減（２
０年度から：年間約２億円の削減）
○材料・薬品のＳＰＤシステムの導入（２１年度予定）
○委託・賃借料の契約内容、光熱水費、燃料費等の削減。消耗品等の削減（２０年度から：年間約１億円の削
減）

○平均在院日数の適正化（２０年度：一般病床平均在院日数１６日から１９日へ：約１億６千万円の
増収）
○７対１看護加算取得（２１年度：年間約２億３千万円の増収）
○その他、新規加算の取得による増収（２１年度から：年間約４千万円の増収）
○分娩料の見直し（２０年度１月から：年間約１千万円の増収）

○認定看護師の増員、診療録管理士の育成についての体制整備（２１年度～）
○病院機能評価取得についての検討（２１年度～）
○医師確保・労働緩和対策として①医師確保対策の検討、②医師補助作業員の導入、③医師の
当直業務緩和対策の検討（２１年度～）
○病病・病診連携の推進（２１年度～）
○中核病院移行前における構成病院との連携の強化：人事交流、物品の共同購入（２１年度～）

精神科の1日平均患者数が平成１７年度８３．５人、平成１８年度６１．１人、平成１９年度３８．７人と
減少傾向にあったため、精神科病棟を２病棟から１病棟にし、病床を１２０床から、６０床に削減を
行っている。
また、平成２１年度は、亜急性期病床を設置するため一般病床を４床削減し３５６床から３５２床と
する。



経営形態の現況

　

再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

その他特記事項

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

都道府県医療計画等における
今後の方向性

（該当箇所に

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

経営形態の見直し（検討）の方向
性

経営形態見直し計画の概要

討中の場合は複数可）

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制

点検・評価の時期

別紙２のとおり

別紙３のとおり

収支計画が達成困難な場合、市と協議を行い、繰出金の増額により不良債務の解消を図ることと
する。

①五所川原市立西北中央病院運営委員会(以下「運営委員会」という。）で検討し、平成２１年３月
までに策定する。（運営委員は、弘前大学教授、北五医師会会長、社会福祉協議会会長、商工会
議所会頭、町内会連合会会長、五所川原市保健所次長を委員として計６名。）
②プランは、運営委員会で点検・評価を行うとともに県からの助言等も含め見直しを行う。
③修正後のプランは、運営委員会と県からの了承を得てホームページ等で公表する。

６月に運営委員会に実績報告を行い、８月から９月にかけて見直し案を作成。その後、運営委員会
と県からの了承を得て、１０月中にホームページ等で見直し後のプランを公表。

＜時　期＞

別紙４のとおり

＜内　容＞

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

＜時　期＞

別紙４のとおり

＜内　容＞

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）



(別紙１） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 6,271 6,186 6,258 6,569 6,629 6,601 6,587 6,549

(1) 6,167 6,084 6,163 6,424 6,489 6,458 6,445 6,409

(2) 104 102 95 145 140 143 142 140

39 41 25 72 74 77 76 74

２. 314 397 248 321 319 325 328 330

(1) 242 231 207 278 275 281 284 286

(2) 9 12 9 13 13 13 13 13

(3) 63 154 32 30 31 31 31 31

(A) 6,585 6,583 6,506 6,890 6,948 6,926 6,915 6,879

１. ｂ 6,893 7,074 6,575 6,789 6,645 6,488 6,412 6,332

(1) ｃ 3,103 3,045 2,970 3,216 3,184 3,106 3,085 3,048

(2) 2,415 2,503 2,222 2,169 2,061 2,039 2,021 2,003

(3) 1,231 1,376 1,238 1,262 1,272 1,226 1,214 1,203

(4) 132 139 122 115 102 91 66 57

(5) 12 11 23 27 26 26 26 21

２. 289 282 191 181 191 181 173 164

(1) 122 112 33 32 28 21 14 7

(2) 167 170 158 149 163 160 159 157

(B) 7,182 7,356 6,766 6,970 6,836 6,669 6,585 6,496

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -597 -773 -260 -80 112 257 330 383

１. (D) 7 0 5 5 5 5 5 5

２. (E) 3 22 5 5 5 5 5 5

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 4 -22 0 0 0 0 0 0

-593 -795 -260 -80 112 257 330 383

(G) 762 1,557 1,817 1,897 1,785 1,528 1,198 815

(ｱ) 1,142 1,151 1,154 1,173 1,217 1,231 1,235 1,242

(ｲ) 649 1,401 1,583 1,680 1,634 1,399 1,084 696

　 212 959 1,219 1,269 1,219 994 683 299

(ｳ) 0 0 0 0 0 0 0 0

（※） 559 743 179 78 ▲ 90 ▲ 249 ▲ 319 ▲ 395
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」）
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

まで作成している場合は、当該収支計画（別紙１）も平成２５年度分まで作成すること。次頁も同様。）

24年度 25年度

0 0 0

23年度

-151 -546

105.0 105.9

-2.3 -8.3

102.7 103.4

46.8 46.5

-151 -546

五所川原市（西北中央病院）

6.3

72.1 72.1 72.1

-2.3 -8.3

-2.3 -8.3

72.1

　　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」－「21年度不良債務額10百万円」）

病 床 利 用 率

417

4.0 6.9 7.7 6.3

507250 429-493

-7.9

7.7

87.4 95.2 96.8

6.9-7.9 4.0

99.8

49.2 47.5 49.0 48.0

89.5 96.2 98.9 101.6

4.0 6.9 7.7 6.3

429 507 417

0 0 0 0

20年度
（見込）

49.5

91.0 101.7

47.1

0

-493

91.7

-7.9

250

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

22年度21年度

医 業 外 収 益

他会計負担金・補助金

国 ( 県 ) 補 助 金

18年度
(実績)

19年度
（実績）

収
 
 
 
 
 
 
 
 
入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当年度同意等債で未借入
(ｴ)

単 年 度 資 金 不 足 額

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)

累 積 欠 損 金

不
 
良
 
債
 
務

流 動 資 産

差引 不 良 債 務 (ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

医 業 収 支 比 率

職員給与費対医業収益比率 ×100

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

×100

経 常 収 支 比 率 ×100

不 良 債 務 比 率 ×100

168

103.9

2.5

168

2.5

72.1

2.5

　　・公営企業経営健全化計画の収支計画（様式第２号）と計画年度を一致させること。（例えば、収支計画（様式第２号）を平成２５年度分

66.9

地方財政法上の資金不足の割合 ×100
地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

68.9 76.2



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 0 1271 85 0 0 0 0 0

２. 169 178 211 205 206 196 148 95

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

５. 0 0 0 0 0 0 0 0

６. 0 0 0 0 0 0 0 0

７. 0 0 0 0 0 0 0 0

(a) 169 1449 296 205 206 196 148 95

(c) 0 0 0 0 0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 169 1449 296 205 206 196 148 95

１. 74 69 115 50 50 30 20 20

２. 194 1479 257 275 275 275 211 131

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

(B) 268 1548 372 325 325 305 231 151

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 99 99 76 120 119 109 83 56

１. 99 0 0 0 0 0 83 56

２. 0 0 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 99 0 0 0 0 0 83 56

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 99 76 120 119 109 0 0

(E)－(F) 0 99 76 120 119 109 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

280,831 271,575 232,559 350,455 349,157 357,804 360,999 359,423

(0) (3,356) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

169,169 178,425 211,493 205,274 205,542 195,822 147,992 94,704

(0) (3,356) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

450,000 450,000 444,052 555,729 554,699 553,626 508,991 454,127

（注）
1
2

3

24年度 25年度

五所川原市（西北中央病院）

23年度

0 0 0 0 0 0 0 0

22年度
20年度
（見込）

24年度 25年度

0 0 0 00 0

18年度
(実績)

19年度
（実績）

21年度

支 出 計

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

支 出 の 財 源 充 当 額
うち翌年度へ繰り越される

そ の 他

収 入 計

(b)

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

(F)

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他会計長期 借入 金返 還金

そ の 他

(単位：千円）

そ の 他

計

20年度
（見込）

21年度

又 は 未 発 行 の 額
実 質 財 源 不 足 額

補
て
ん
財
源

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。

23年度

2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

0 0

単位が千円であることに留意すること。（上記収支計画を百万円単位で作成した場合でも当該項目は千円単位で作成すること。）

22年度
18年度
(実績)

19年度
（実績）

合　　　計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。
　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰
入金以外の繰入金をいうものであること。



４　各種経営比率

　平成 　平成 　平成 　平成 　平成 　平成 　平成 類似規模

区　　　　　　分 　１９年度 　２０年度 　２１年度 　２２年度 　２３年度 　２４年度 　２５年度 (計画終了 全国平均

(前年度) (当年度) (翌年度) 年度まで) （平成１８年度）

356 356 352 352 352 352 352 －

－

－

60 60 60 60 60 60 60 －

－

416 416 412 412 412 412 412 －

69.7 75.8 72.4 72.4 72.4 72.4 72.4 －

－

－

66.7 66.7 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 －

－

69.2 76.2 72.1 72.1 72.1 72.1 72.1 85.4

288 317 297 297 297 297 297 362

817 820 820 810 790 770 770 890

外　来　入　院　比　率 35.3 38.7 36.2 36.7 37.6 38.6 38.6 －

8.0 9.6 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 －

22.7 24.8 24.8 24.5 23.9 23.3 23.3 －

30.7 34.5 33.8 33.5 32.9 32.3 32.3 －

職員１人１日当たり 470,776 519,552 545,372 550,353 548,028 546,866 543,711 290,461

診 療 収 入 （円） 59,887 59,532 55,206 56,054 56,871 56,929 57,324 62,727

37,617 35,184 40,044 40,496 40,644 40,921 40,828 38,093

9,314 10,456 10,411 10,620 10,645 10,693 10,555 10,109

49.2 47.5 49.0 48.0 47.1 46.8 46.5 54.0

23.1 20.2 19.3 19.1 18.9 18.7 18.6 14.4

40.5 35.5 33.0 31.1 30.9 30.7 30.6 12.3

8.7 7.9 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 15.7

職 68.0 69.2 79.1 78.6 77.2 76.9 76.0 66.7

2.4 2.6 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 3.3

5.5 5.8 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 8.4

員 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 3.8

2.2 2.6 2.7 2.4 2.4 2.4 2.4 3.7

4.3 4.3 4.4 4.1 4.1 4.1 4.1 5.1

数 9.9 14.2 14.3 14.1 14.1 14.1 13.8 7.0

102.2 107.9 118.7 117.5 116.0 115.8 114.6 121.1

病床１００床当たり職　 
員 数

医業収益に対する

割合　　　　　　

　　　　　　（％）

外　　　  来

入　　 　 院

外　　 　 来

費
用
構
成

入　　 　 院

医 師 １ 人 １ 日 当 た 
り 患 者 数

患

者

数

１日平均患者数（人）

計

医　　　　師

看  護  職　員

一　　　　般

結　　　　核

精　　　  神

計

療　　　　養

感　 染 　症

入　　 　 院

その他の材料費

医　　　 師

看 護 部 門

外　　 　 来

職 員 給 与 費

臨床検査部門

そ  の  他

計

感　 染 　症

計

薬 剤 部 門

事 務 部 門

給 食 部 門

放射線部門

薬　　品　　費

一　　　　般

療　　　　養

結　　　　核

精　　　  神

患者１人１日当たり
診療収入（円）

収　
　

入

病 床 数病

床 病 床 利 用 率 （ ％ ）
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